
ぞ〉
局的R

空と緑 そ新、呼吸する



め
い
け
い

平
成

6
年
度
の
「
東
京
玉
川
会
」
総
会
が
、

5
月
包
日
(
日
〉
正
午
か
ら
東
京
都
文
京
区
大
塚
ぷ
名
渓
会
館
い

で
関
か
れ
ま
し
た
。
今
回
で
7
回
目
を
数
え
る
総
会
に
は
卯
人
(
会
員
閑
人
村
か
ら
包
人
)
が
参
加
し
、
久

し
振
り
に
会
う
ゥ
友
ウ
と
ふ
る
さ
と
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
と
会
場
い
っ
ぱ
い

に
広
が
る
笑
い
の
渦
に
、
ふ
る
さ
と
玉
川
へ
寄
せ
る
熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

再選された役員の方々惨

最
後
に
、
村
商
工
会
青
年
部
よ
り

参
加
し
た
大
木
吉
永
さ
ん
、
塩
沢
弘

さ
ん
(
共
に
南
須
釜
)
か
ら
、
ふ
る

さ
と
お
こ
し
を
目
的
に
、
村
の
青
年

経
営
者
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

「
有
限
会
社
ウ
ィ
ン
グ
た
ま
か
わ
」

の
事
業
の
ひ
と
つ
で
、
ふ
る
さ
と
の

四
季
の
味
を
直
接
会
員
に
宅
配
す
る

『
ウ
ィ
ン
グ
た
ま
か
わ
直
行
便
』
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

役
員
は

全
員
再
任

郎
村
議
会
議
長
か
ら
お
祝
い
の
こ
と

ば
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宇
田
川
七
郎
さ
ん
が
議

長
と
な
り
平
成
6
年
度
の
総
会
が
関

か
れ
、
役
員
改
選
は
、
満
場
一
致
で

全
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

事
業
計
画
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ

れ
、
会
員
の
入
会
促
進
や
広
報
紙
を

通
じ
て
の
村
と
の
交
流
、
会
員
だ
よ

り
コ
ー
ナ
ー
の
継
続
な
ど
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
の
寝
た
き
り
の
老
人
の

方
々
へ
、
紙
お
む
つ
を
贈
呈
す
る
「
ふ

る
さ
と
福
祉
事
業
」
を
新
規
事
業
と

し
て
行
う
こ
と
が
、
全
員
一
致
で
決

ま
り
ま
し
た
。

ま
た
蓄
は
急
げ
と
ば
か
り
、
役
員

の
方
が
募
金
活
動
。
会
員
の
皆
さ
ん

か
ら
次
々
と
、
温
か
い
真
心
の
募
金

が
寄
せ
ら
れ
、
会
場
内
で
早
速
、
熊

国
会
長
よ
り
車
田
村
長
へ
寄
付
金
の

総
会
は
大
木
吉
孝
副
会
長
の
開
会

の
こ
と
ば
で
幕
が
開
け
ら
れ
、
熊
田

藤
作
会
長
が
「
総
会
も
7
回
自
と
な

る
と
、
何
を
話
し
た
ら
よ
い
か
迷
っ

て
し
ま
う
」
な
ど
と
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
「
我
々
と
ふ
る
さ
と
を
結

ん
で
い
る
の
は
、
『
広
報
た
ま
か
わ
』

で
あ
り
毎
月
配
達
さ
れ
て
来
る
の
が

待
ち
遠
し
い
。
時
代
と
共
に
内
容
も

変
え
な
が
ら
、
末
長
く
こ
の
交
流
を

続
け
て
ゆ
き
た
い
L

と
あ
い
さ
つ

D

続
い
て
車
田
次
夫
村
長
か
ら
、
会

員
と
の
再
会
の
喜
び
、
村
が
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
な
ど
を
説
明
し
な
が

ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
塩
田
征
一
一

福
祉
事
業
の

募
金
を
行
う

ウ
ィ
ン
グ
た
ま
か
わ

直
行
便
を

P
R

2 

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
金
は
、
村
社
会
福
祉
協

議
会
へ
委
託
し
、
会
の
今
年
度
事
業

で
あ
る

「
ふ
る
さ
と
福
祉
事
業
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
c
会
員
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

時
が
た
つ
の
も

忘
れ
そ
う

総
会
が
終
了
後
、
熊
田
会
長
よ
り

村
か
ら
の
参
加
者
が
紹
介
さ
れ
、
待

ち
に
ま
っ
た
懇
親
会
で
は
、
会
の
顧

問
、
宗
形
誠
さ
ん
の
音
頭
で
「
乾

杯
f
」
の
と
た
ん
に
会
場
の
雰
囲
気

は
和
ら
ぎ
「
ゃ
あ
i
し
ば
ら
く
」
「
元

気
だ
っ
た
ガ
イ
」
と
玉
川
弁
が
飛
び

交
い
、
会
場
一
杯
に
歓
喜
の
輸
が
広

が
り
ま
し
た
。

ま
た
「
お
楽
し
み
抽
せ
ん
会
」
や
液

日
間
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
村
伝
統
芸
能
の

上
映
、
カ
ラ
オ
ケ
で
は
ダ
ン
ス
も
飛
び

出
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
は

H

ふ
る
さ
と

玉
川
H

に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
時

が
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う

な
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

新
入
会
員
で
す

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

{
敬
称
略
}

第

1
支
部

大

木

大

竹

富

張

矢

吹

第
2
支
部

真
野
自

第
3
支
部

矢

部

第
5
支
部

溝

井

諸

根

氏九

義

光
マ
ツ
ヨ

慶

一

(
台
東
区
)

(
葛
飾
区
)

(
足
立
区
)

(
足
利
市
)

文
美
子
(
世
田
谷
区
)

正

夫

(
佐
倉
市
)

貞倉

光
(
東
村
山
市
)

子
(
日
野
市
)

3 
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5月17日(刈、第16回石川方部受通安全子供自転車

大会が、玉川第一小学校を会場に行われ、石川郡内

の小学校から 3校、 5チーム(20人)が参加しました。

この大会は、小学生への自転車の安全な走り方、

確かな技術を身につけさせ、子供による支通事故の

防止を呂的に、石川地区突通安全協会(石川警察署)

が主催し毎年開かれています。

‘
団
体
優
勝
の
玉
一
小
A
チ
ー
ム

己主日決含圃曾b定患命日E雪
石川方部受通安全子供自転車大会

係
移
の
係
~ 
拶
拶

6 

大
会
は
、
午
前
8
時
却
分
か
ら
の

選
手
入
場
に
は
じ
ま
り
、
大
会
長
(
石

川
警
察
署
長
)
あ
い
さ
つ
、
玉
川
村
交

通
対
策
協
議
会
長
(
会
長
率
田
次
夫

村
長
)
玉
川
第
一
小
学
校
長
(
高
宮
政

博
校
長
)
の
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
競
技

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
学
科
テ
ス
ト
に
は

じ
ま
り
交
差
点
で
の
安
全
確
認
、
右

左
折
な
ど
の
安
全
走
行
テ
ス
ト
、
一

本
橋
や
ジ
グ
ザ
グ
、
で
こ
ぼ
こ
道
な

ど
の
技
能
テ
ス
ト
と
い
っ
た
実
技

に
、
真
剣
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

そ
の
結
果
、

4
連
覇
を
目
指
し
た

玉
川
第
一
小
学
校

(
A
チ
i
ム
)
が
見

事
、
団
体
優
勝
を
飾
る
な
ど
、
地
元

の
選
手
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

@

団

体

ι

凶
作
優
勝

*
準
優
勝

*
第
3
位

@

個

人

-
凶
作
優
勝

玉
川
一
小
A
チ
l
ム

玉
川
一
小
B
チ
l
ム

浅
川
小
A
チ
1
ム

結
城
淳
一

6
年

{
浅
川
小
A
}

須

藤

昭

彦

6
年

{
玉
一
小
A
}

in
俳
第
3
位

*
第
4
位

溝

井

伸

弥

5
年

{
玉
了
小

B
}

真
弓

{さ
玉や
ーか

126 
}年

-m
仲
準
優
勝

貴
士

6
年

{
玉
一
小
B
}

白

岩

寿

顕

5
年

{
玉
一
小
B
}

※
参
加
チ

l
ム
名

浅
間
小
学
校

A

浅
川
小
学
校

B

石
川
小
学
校

玉
川
第
一
小
学
校

A

玉
川
第
一
小
学
校

B

団
体
優
勝
の
玉
川
第
一
小
A
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
)
は
保
護
者
名

大

竹

誠

く

ん

6
年
(
初
夫
)

須
藤
昭
彦
く
ん

6
年
(
安
昭
)

真
弓
さ
や
か
さ
ん

6
年
(
靖
信
)

小
針

豪
く
ん

5
年
(
保
之
)

ゐ、

1

im
作
第
5
位

*
努
力
賞

安全走行スタート/

藤
田

7 



成
人
病
の
早
期
発
見
を
め
ざ
し
、

今
年
も
7
月
刊
日
か
ら
住
民
総
合
検

診
が
実
施
さ
れ
ま
す
口

「
飲
み
過
ぎ
、
食
べ
過
ぎ
、
吸
い

過
ぎ
」
分
か
っ
て
い
て
も
や
め
ら
れ

な
い
の
が
私
た
ち
で
す
。
健
康
だ
と

患
っ
て
い
る
人
こ
そ
、
検
診
を
受
け

て
す
ご
や
か
な
毎
日
を
送
り
た
い
も

の
で
す
。

ノの

平
成
6
年
度
第
1
回
目
の
「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式

が、

4
月
初
仏
日
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

3
歳
児
健
康
診
査

「
歯
科
」
で
虫
歯
の
な
か
っ
た
子
ど
も
、

6
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
年
度
か
ら
年

4
回、

3
歳
児
健
康
診
査

ご
と
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

よ
い
歯
を
し
て
い
る
の
は
、
次
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

(
)
は
保
護
者
名

第 1回よい歯のコンクール

国井裕樹ちゃん(栄)
[小高i

有賀良輔くん(良二)
{吉}

溝井貴男くん(浩一)
{小高}

帯野寛生くん(常男)
[~須釜}

熊谷直也くん(保美)
{南須釜}

円谷友春くん(義二)
{南須釜]

主義務前
" 

織ご チ

7月11日開) 四辻新田
四辻農業研修所

塩田タミ子宅前

12日(刈
山小屋河平

山小屋公民舘
小半弓膏井沢

13日(水) 北 5頁 釜 北須釜生改センター

14白休)
吉南 5真釜

ゴ亡コ= 集 ，コε=』z 所
(蟹沢~荻ノ田)

15自出
南須釜

玉川村勤労者体膏センヲー
( 上 記 以 外 )

16日(土)
小 高 玉川村就業改善センター

(1 ----9組) 午前 7 15 玉川村民体育館

蒜生 小高 ----9 : 00 玉)11村就業担善センヲー
18日間)

(上記以外) 玉川村民体育館

19日(央)
川 辺 川辺公民館

(1 ----8組) 加登屋商活鱗

208(水)
川 辺 ハi辺公民館

(上記以外) 加 登 屋 商 庖 隣

21自体) 中 中生活改善センター

22日担当 そ6 法 寺 岩法寺農改センター

25日侶) 竜 崎 竜崎公民館

当日都合の悪い方は、胃がん検診以外ならとの会場でも受けることが出来ま
す。尚、不明な点、は、役場保健課Cn57-3101)までお問い合わせください。

8 

十表程口
u

検診u〆F
ムロ総

息

ノノ

ー
血
圧
測
定
」「ょっぱの会J が

貴女におくる、おいしい話、

"司副昌司司
f夏野菜の力レー煮J

U
J
月
刊
日
圏
内
U
匂

S
E
E

検

診

内

容

ほ

@aaa診

基

本

健

診

結

核

検

診

結
核

身
長

体
重

理
学
的
検
査

血
液
検
査
(
脂
質

貧
血

血
糖
)

胃
が
ん
殺
診

宮内肺
野
部
読
影

肺
が
ん
検
診

昭
療
細
抱
診

※
右
記
検
診
を
学
校
・
会
社
・
病
院
(
人
間
ド
ッ
ク
)
等
で
、
受
診
さ
れ
る
方
は
除
き
ま
す
。

6月22日(水)

a輔
醐
掴

v
d開
輔
欝

d摺
醗
閤

v
a
gFd関
陣
園

p
d髄
盟
国

F
d掴留
Fa圃
圃
，

a-apdm留
置

p
a
E
F
d種
目
p
d爵踊
p
d輔
韻
櫨

F
d富
田
d園
開
盟

p
d纏磁調
v
a
-
-
p
d

・-'
d
-
E
p
a
-
-
p
d
E
'
a.

，4
圃
縁
組

p
d纏
謹
二
軍
av
a
縄
問
必
担
額
闘

v
d
a磁伊
a
-
F
a
-
-
'
d
E
E
F

午後6碍30分~午後2時

須釜公民舘

「料理はにがてJ 1"レ)¥ートリーが少なし¥J 1"簡単で

おいしいものができないかしら」なんて思っているあな

たに、耳よりな情報 l. . .⑮ @ φ 

本格的な調理人が、家庭で手軽にできる、おいしい中

華料理のコツをあなたに伝授!

参加費は無料です。隣り近所を誘って参加してみては/

6月29日(水)

午後6時30分~午強5時

エプロン、筆記用異

玉川村保健センター

令夏をさきどり守 「ょっぱの会」会員、大竹トミ工さん

(岩法寺)の自慢料理を紹介します。

惨作り方‘

①かぼちゃ、なす、ピーマンは、一口大の乱切りにし、油

で素揚げする。

②トマトを熱湯に、 2~3 分くぐらせて度をむき、種を取っ

てざく切りにする。ベーコンは、 2センチぐらいの幅に

切る。にんにく、玉ねぎはみじん切りにする。

③フライパンに、サラダ油を熱し、にんにく、玉ねぎを妙

めそれにベーコンと、トマトを加えて更に妙める。

④ (①)の中に、水 1力ツブ、スープの素、塩こしよう、

力レー粉を入れる。

⑤最後に①の野菜を、④の中に入れ、少し煮つめて出来上り。

尿

血
圧

心
電
図ザ

十
訟
お
じ
じ

ロH
M
#且
V
A同
月

参加希望の方は役場保健課か、各地IKの「ょっぱの会」

会員の方まで申し込んで下さい。

ー一一回一一一ーー〈 ・〉ーーーーーーー吋 ・〉一ー--吋 ・〉ーー一一一ーー〈 ・〉一一ーーーー一一砂一言メモ‘

家の畑に、夏野菜ができたころに最適。力レーの風味が、

トロリとして、食欲モリモリです。 眼
底

相
才
以
上
で
希
望
者

日
才
以
上

無
料

叩
才
以
上

初
;
印
才
ま
で

の
方

5
0
9円

70 
才
以
上

無
料

川

w
才
以
上
で
希
望
者

無
料

(
全
額
村
負
担
)

相
才
以
上

会員紹介

小高の会員を紹介します。

(敬称略)

襲警川辺地区

矢部美枝子、鈴木フミ子、野崎美津子

麗蒜生地区

真弓喜美江

醤lJ"高地区

車田タヨ子、関根セキ子、石井ツネ子、高原晶子、吉

田良子、車田豊子

以上の方々です。どうぞ気軽に声をかけてください。

『ょっぱの会J
蒜生今回は、 )11辺

9 



川
村
一体
育
協
会
表
彰

平
成
5
年
度
に
村
内
外
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
面
で
活
躍
を
し

た
人
な
ど
を
表
彰
す
る
、
玉
川
村
体
育
協
会
表
彰
式
が

5
月
初

日
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
は
同
協
会
の
総

会
の
席
上
行
わ
れ
、

9
人
と

2
団
体
、が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

受

費

者

は

次

の

と

お

り

で

す

。

(

敬

称

略

)

、⑮
優
秀
選
手
賞
多一一

・
小
針
周
吉
【
中
・
剣
道
}

東
北
郵
政
武
道
大
会
個
人
戦
で
優

勝
。
全
国
大
会
出
場

0

・
水
野
信
哉
{
中
・
野
球
}

県
早
起
き
野
球
大
会
優
勝
。

栄光のスポーツマミJ

日青れ晴れ表彰
ーみなさんからの話題を

おまちしています-

役場企画調整課

広報係まで

泉
郷
駅
を
き
れ
い
に

ジ
ャ
コ
ラ
ン
ダ
会
が
奉
仕
作
業

平成6年 6月広報たまかわ

こ
の
ほ
ど
、
ふ
る
さ
と
創
生
事

業
の
第
1
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派

遣
団
員
(
口
人
)
で
組
織
し
て
い

る
「
ジ
ャ
コ
ラ
ン
ダ
会
」
(
会
長
、

飯
島
三
郎
さ
ん
)
が
、
泉
郷
駅
の

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
作
業
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
研
修
し
た
と
き
の
街
の

美
し
さ
に
感
銘
を
受
け
、
会
員
ら

が
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で

す。
き
れ
い
に
な
っ
た
駅
、
み
ん
な

で
大
事
に
使
い
た
い
で
す
ね
。

-
矢
吹
耕
治
{
小
高
・
野
球
}

高
校
野
球
県
大
会
優
勝
。
全
国
高

校
野
球
選
手
権
大
会
出
場
。

-
辻
泰
之
{
川
辺
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
}

県
総
合
体
育
大
会
優
勝
。
同
東
北

大
会
優
勝

0

・
鈴
木
篤
{
竜
崎
・
陸
上
}

東
日
本
縦
新
駅
伝
大
会
出
場
第
幻

区
1
位
。
全
国
長
距
離
走
大
会
に

県
代
表
出
場
。

-
山
林
浩
二
{
竜
崎

・
陸
上
}

円
谷
駅
伝
大
会
第
5
区
1
位
。
全

国
高
校
駅
伝
大
会
出
場
。

-
小
針
智
之
{
中
・
剣
道
}

中
体
連
活
川
総
合
大
会
個
人
戦
2

位
。
石
川
剣
道
連
盟
大
会
個
人
戦

優
勝
。

-
大
野
都
枝
{
南
須
釜
・
ス
ケ
ー
ト
}

県
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ケ
ー
ト
中
学
女
子

l
，
5
0
0
m
l
位
。
全
国
中
学

ス
ケ
ー
ト
大
会
出
場
。

-
玉
川
村
監
周
年
団
剣
道
チ
ー
ム

県
青
年
体
育
大
会
団
体
戦
優
勝
。

全
国
青
年
大
会
出
場
。

-
小
高
家
庭
パ
レ
!
ボ
i

ル
愛
好
会

村
長
杯
大
会
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
石

川
大
会
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
長
杯
各
優
勝
。

~ゆ
擾
一
発
指
護
者
寝
泊
州
市
山
一一

-
五
十
嵐
佑
治
{
泉
中
学
校
・
剣
道
}

泉
中
学
校
剣
道
部
顧
問
。
石

川
地
区
各
種
大
会
に
多
数
入

賞
者
を
だ
し
、
部
員
の
育
成

に
多
大
な
功
績
。

日ill@毘自由 dJ@ψfOl 
鑓ケ

村民登山参加者募集/

村公民館主催の第28ロ村民登山会は、尾瀬

岳のコースで行われます。

18歳以上で体力に自信のある方、参加をお待ちし

ています。

盟
関

5月22日玉川第一小学校と須釜小学校、 5
月29日には川辺小学校の大運動会がそれぞれ

行われました。

このうち川辺小学校では、朝から夏を思わ

せるような日差しの中「あせ光るみんな輝く

運動会」のスローガンのもと、全校リレー、

舘山の合戦、}I/辺競輪など32覆自の競技に、

日ごろ運動不足のお父さんお母さんや、婦人

会の方7こちも参加し、スローガンどおり全力

で競技を繰り広げていました。

村内各小学校

元気いっぱいに

ム一
A大運動

， 1" ~ " ¥ 

、，

10 

ーー -一 、，ぃ・

4費量Pパ

t・".....， ‘ 1・
"1，."〆.. 

‘111，，..... t I 

¥C， ("II(¥(う丹、川φ .. 

7月23日(土)、 24日(日)

尾瀬、国民宿舎御池口ツジ

100名(黄切パス 2台)

12，000円
6月6日"-'6月初日

(定員になり次第締め切り)

各地区の体育指導委員へ。

(会費を添えて下さい)

詳しくは体蕎指導委員または公民館までc

V 月 B
V宿泊場所

V 募集定員

v会費

v申込期間

V 申込先

川辺小、 1

これは本格的だ/須釜小応援団

11 

咽~"'-伊マ.?監"""'"町色'.一 一 、 司民 全-

J )1凱で市政一ト:)Li走てて一一



平成6年 6月広報たまかわ

冒臥 l 
、端弘警主

12 

圏

「玉川村の未来」を語る

村商工会青年部(野崎一幸部長)主催の地域

零要予演会が、講師に福島大学経済学部の平平

尾勲教授を迎えマーヴェラス末広(中)で開かれ

ましたD

講演会には、地元商工業者や住民ら約120人が

参加し、熱心に耳を傾けていましたO

講師の下平尾教授は「福島空港を核とした玉

}/f村の未来像」をテーマに空港と地域開発、基

盤の整備、資諒の再評価などについて講演。そ

の中に f6か月にふたつの目新しい商品を庖に

並べ 3年間続けるo 兼業化が進むと昼間は庖に

客が入らないので、午後 2時から開け夜10時ま

で、営業すれば良い」などの具体的な提言があり、

今後の商工会活動に生かされるものと、期待さ

れます。

福島空港を核とした

「
が
ん
ば
れ
っ

f
リ
バ
ー
エ
ー
ス
」

圏

人
形
劇
『
な
か
よ
し
村
の
ひ
な
ん
訓
練
』
上
演

こ
の
公
演
は

『5
月
水
防
月
間
』
に

合
わ
せ
、
水
防
の
大
切
さ
、
洪
水
の
お

そ
ろ
し
さ
な
ど
を
、
人
形
劇
を
と
お
し

て
子
供
の
こ
ろ
か
ら
理
解
し
て
も
ら
お

う
と
、
福
島
工
事
事
務
所
が
主
催
し
た

も
の
で
す
。

建
設
省
の
水
防
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来

村
し
、
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
「
リ
バ
ー

エ
l
ス
」
な
ど
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ぬ
い
ぐ

る
み
に
よ
る
人
形
劇
『
な
か
よ
し
村
の

避
難
訓
練
大
騒
動
』
を
上
演
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
村
内
の
園
児
ら
が
訪
れ

「
リ
バ

l
エ
l
ス
マ
ン
」
の
活
躍
に
、

さ
か
ん
に
声
援
を
お
く
つ
て
い
ま
し

た

圏

感大に初便出発、到着のセレモ二一

福島-函館線が季節運航

平成6年6月

県政モニターに

岩谷幸雄さん盟

平成 6年度の県政モニター

に岩谷幸雄さん(中)が、県知

事から委嘱されましたD

岩谷さんは、県政に対する

意見や要望を提出したり、モ

ニター会議に出席するなど、皆きんの代弁者として今

後一年間活躍されます。

県政モニターは、職業別・年代別に、県民各層から

125名が選ばれるものです。

皆さんのご意見をお寄せください。

広報たまかわ

16/1~8/31 I 

中日本エアラインサービス (NAL)の季節路線、

福島一函館殺が 1日から運航され、福島空港ター
ミナルで、初使の出発式や到着歓迎式のセレモニー

が行われました。

出発式では、中日本エアラインサービスの大津

弘常務が安全運航第一に、福島の皆様の足として

定着するよう努めます」とあいさつ。渡辺貞雄県

企画調整部長の祝辞に続いて、ミス牡丹らが乗客

代表の吉田喜郎さん (66歳、鏡石町)野口英幸機
長らに花束を贈呈。

その後、渡辺県部長、槌本県議会副議長、福井

東京航空局福島空港出張所長、車田村長、高木須

賀川市長らがテープカットして新路線開設を祝い

ました。

この路線は 6月 1日から 8月31日までの 3か月

間「フォッカー50J (定員56名)機により、福島一
函館空港開を 1日1往復(片道85分)運航されます。

13 

埼玉県比企郡玉川村で、全国の玉}I/3町村(福島県

玉川村、埼玉県玉川村、愛媛県玉川町)の議会議員 ら

による交流会が行われました。

交流は、埼玉県玉川村中央公民館講堂での懇談会に

続いて、総合グランドでソフトボールの親善交流試合

が行われ、柏俣埼玉県玉川村長の始球式で、開始。 3町

圏
全国玉)113町村議会議員交流会

村総あたりで熱戦が繰り広げられました。結果は愛媛

県玉川町が2戦全勝。珍プレー好プレーも飛び出し和

やかな親善試合となりました。

この交流会は、昨年12月3日に行われた第 l回全国

玉川サミットで採択された 『共同宣言J に掲げられた

事業の一環として行われましたむ

らむ交流の丸い玉

玉JII三:鞄村議会議員交策会

ふく



。f/i1J(I 
県下一斉河)11の
クリーンアップ作戦 ，田，

7月 d 目白

。

E石川保健所が5お知らせ

休日の在宅当番医院が次のように変わ

りました。

すがま幼稚醤春の遠足より

あなたの若い力を、みんなのために

福島県警察宮を募集中

中島病院

三瓶寄腸科医暁

アマチュア無線技師の
国家試験

第3級及び第4級のアマチユア無線技

師の国家試験が次により行われます。

炉申請書の受付期間

7月18樹------7丹20日(本)まで
歩試験日

3報技師

4級技師

惨試験地

郡山市(郡山市労働福祉会館)

惨受験手数料

3，530円
詳しくは、(賠自本無線協会東北支部岱

022-221-4147または、 4146まで。

中属病院

浅JII南診療所

ら
に

か
で

日

ま

者

2
自

の

月

1

卦

別
4
月

子

以

性
年

4
自
力

A

-
初
年
た
官
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和
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昭
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商業統計調査
7月1日現在で実施

平成6年度謡島県警察官

を募集中です。

あなたの若い力を、明日の治安の一翼

をになう「百倍の人生」にかけてみませ
ん力¥。

採用試験の受付期間、受験資格は次表

のとおりです。

婦人警察官

ら

に

は

又

卒

か

で

又

業

に

B
ま

り

卒

で

2
自

Lr
校
ま

月

1

日
学
月

別
4
月
子

J
U
る
3
者

性
年

4
自

力

一

U
す
年
の

-
m
w
年
た
ほ
準
?
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齢
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特
れ
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年
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大
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・
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通産省では、平成5年7..91日現在で

商業統計調査(部売・小売業)を実施しま

す。

ごの調査は、全霞の卸売・小売業を営

む習f苫を対象に、高業の実態を明らかに

することを自的としています。

謡査は、県知事から委嘱された菌業統

計語査員(4名)が、担当地区内の間活を

震接訪問し、調査票を渡して記入後回収

するという方法で行われます。

提出された調査票は、秘密が守られ、

目的以外にはいっさい慢用しません。正

信な報告にご協力ください。

お問い合わせは、役場企画調整課まで。

川は、ボンヤリし

たい場所のNO.1o
ふる里の川をきれ

いに。

3，766人(十 4)

3，889人(十 6)

銘

雄

贋

保

彦

議取保

幸

寛

( 5月届出分)

す

う

ま

ム
L

い

ぞ
ざ

っJ
V

.

W

・

扮

こ

生誕お

名
ゃ
弥
み
美
な
奈
刈
吹

出
品
幼
史

m拓
り
里
い
伊

包

塚

山

津

賀

出

平

曲

塩

地区

J11 辺

岩法寺

南須釜

亡と
口

村のようす
( 6年 5月18現在)

a圃圃‘
国主r1，732戸(+4) 

I1 
s 
s 

7，655人(十10)

9月10日(士)

9月11日(日)

ら
に

か
で

日
ま

2
日

い

月
1

な

部

4
月

子

わ

性
年

4
女

間

・
初
年
た
は

齢
和
白
れ
震
壁

年
盟
和
ま
学
学

・
昭
生
・

間

州
W

ロ
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m
U

i
-
-
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，
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/
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n
H
u
n
H
U
 

詳しいことは、最寄りの警察箸か駐夜

所にお訪ねください。(企0247ω26ω2191)

国民年金の保険料
納めましたか?

須賀川公共職業安定所かう

「うつくしまFターン
事業J実施

おくやみ申し上げます

「し1っしょに遊!ま IJ

保健センター開放

14 

村保健センターが、 7月から毎月第 1

木曜日の午前中にかぎり、小さなお子さ

んをお持ちのお母さん方に開放されます。

3歳までの子供さんをお持ちで「近く

に遊べる場所がないJ i遊ぶともだちが

いなしV などと菌っている方は、お子き

んといっしょに、気軽に利用してくださ

い。詳しくは、役場保健課へ。

国民年金保険料の納め忘れはありませ

んか。

納め忘れがあると、万一の事故の時

や、老離墓礎年金を請求するときになっ

て、納付期間がたりすに年金を受け5れ

なくなることもあります。

受話資格期簡を満たしていても未納期

間があると、そのぶん年金額が少なくな

りますので、未納にな5ないよう気をつ

けてください。

もし、納め忘れの保険料があればすぐ

に納めましょう。

橿星雲県の産業の担い手となる人材の確保

を促進す苔ため、「うつくしま Fターン事

業Jを実施します。

田就職ガイタンスの関鑑

Fターン希望者に、県内産業界の案内、

採用見込み企業の矯報提供などを内容と

して、次の己謹で行います。

惨期自と会場

平 6 年 6 月 78~ 中野サンプラザ

仙台サンプラザ

器山市民文化センター

7月15日制 福島クリーンバレス

詳しくは、最寄りの公共職業安定所ま

で。

( 5月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

関根マツ 82 徳

矢吹シゲノ 75 

小林キヨ

区

辺

高

崎

地

]11 

国

農薬危害防止
運
動
実
施
月
間

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として
寄付をいただきました。 !1Jlく櫛礼申し上げ
ます。

8月98(木)

7月13日(水)

ィシ

~ 

Jシ

79 

言己

・竜崎の小梓鹿之助さんから 2万円
・JII辺の関根徳、ーさんから 2万円
・小高の矢吹ーさんから 5万円
・埼玉県の鈴木正賢さんから、東京玉Jf/会
において l万円
・東京玉川会総会の際、会員の皆さんから

73，000円
(村社会撞祉協議会)

15 

今月の納税

民税 1期

年金 8月分

は5月月)です。

忘れずに納めましょう)
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し
ょ
く
り
ょ
う
ぞ
う
た
ん

「
食
糧
増
反
」

こ
の
写
真
は
、
昭
和
ロ
年
ご
ろ
の

日
月
3
日
に
、
当
時
の
小
高
尋
常
高

等
小
学
校
(
現
泉
保
育
所
の
所
)
で

行
わ
れ
た
旧
泉
村
、
村
民
体
育
祭
で

の
仮
装
の
一
コ
マ
で
す
。

「
今
か
ら
日
年
前
っ
て
い
う
と
、

日
華
事
変
の
こ
ろ
で
生
ま
れ
て
間
も

ね
え
こ
ろ
だ
。
話
で
は
、
こ
の
時
の

優
勝
が
小
高
の
「
赤
穂
浪
士
」
で
岩

法
寺
は
2
位
だ
っ
た
っ
て
話
だ
」
と

写
真
提
供
者
の
大
竹
照
治
さ
ん
(
岩

法
寺
)
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

写
真
に
つ
い
て
も
調
べ
て
い
た
よ

う
で
、
仮
装
は
当
時
の
岩
法
寺
駅
間

婦
人
会
が
行
い
、
前
列
中
央
に
故
矢

部
欣
治
村
長
、
右
側
に
故
曲
山
武
助

役
(
眼
鏡
の
人
)
が
写
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
方
、
白
く
塗
っ
た
弁
天
様

役
の
女
の
人
は
、
草
野
タ
カ
ヲ
さ
ん

(
剖
歳
)
で
、

警
官
の
左
側
え
び
す

様
役
の
人
は
、
故
大
竹
マ
サ
さ
ん
(
正

雄
さ
ん
の
母
)
だ
そ
う
で
す
。
故
矢

吹
精
助
さ
ん
(
後
列
ネ
ク
タ
イ
姿
の

人
)
の
顔
も
見
え
ま
す
。

「
こ
の
時
の
区
長
は
佐
久
間
倉
蔵

さ
ん
(
幻
歳
。
後
方
左
端
)
だ
っ
た

そ
う
だ
。
現
区
長
が
ち
ょ
う
ど
孫
の

勝
く
ん
。
早
い
も
ん
だ
な
あ
」
と
照

治
さ
ん
。
本
当
に
時
の
過
ぎ
る
の
っ

て
早
い
で
す
ね
。

「苦い思い出も懐かししり

東京都江戸川!z

猪原一美さん(高須釜出豊)

一東京玉川会員だより-

初
夏
の
薫
り
が
た
だ
よ
う
今
日
こ

の
頃
、
玉
川
村
の
皆
様
そ
し
て
玉
川

会
の
皆
様
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
先
頃
行
わ
れ
た
6
年
度

の
東
京
玉
川
会
総
会
も
、
車
田
村
長

始
め
各
位
の
皆
様
方
が
御
出
席
の
う

え
、
盛
大
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

初
年
振
り
に
友
と
再
会
し
、
懐
か

し
き
の
余
り
話
し
が
尽
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
農
家
の
皆
様
方
、
昨
年
は
冷

害
で
大
変
苦
労
さ
れ
た
そ
う
で
す

が
、
今
年
は
今
の
と
こ
ろ
順
調
と
の

事
で
、
こ
の
ま
ま
天
候
が
続
く
と
よ

い
で
す
ね
。

私
も
今
年
の

5
月
比
、
日
日
と
、

恩
師
を
迎
え
て
「
花
の
会
」
を
催
し
、

須
賀
川
の
牡
丹
園
や
大
桑
原
つ
つ
じ

園
を
巡
り
ま
し
た
。
夜
は
ク
ラ
ス
の

友
印
人
が

一
緒
に
泊
ま
り

H

に
し
ゃ

生
き
ま
い
い
ナ
H

と
か

H

へ
で
な
し
H

と
方
一
吉
の
言
い
放
題
で
、
和
気
あ
い

あ
い
の
楽
し
い
二
日
間
で
し
た
。

故
郷
の
道
を
歩
く
と
、
私
が
小
学

校
4
年
(
昭
和
四
年
)
の
冬
を
思
い

出
し
ま
す
。
大
雪
が
降
っ
た
日
、
足

跡
一
つ
な
い
道
を
登
校
す
る
と
誰
も

居
な
く
て
、
校
長
が

H

今
日
は
休
校

で
す
H

と

一
言
。
張
り
詰
め
て
た
気

持
ち
が
一
気
に
切
れ
、
足
ど
り
も
重

く
涙
を
流
し
な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。

友
と
話
を
す
る
と
、
昔
の
苦
い
思

い
出
も
懐
か
し
く
自
に
浮
か
ん
で
き

ま
す
。

今
は
道
も
広
く
良
く
な
り
ま
し

た
。
空
港
も
で
き
、
さ
ら
に
発
展
す

る
で
し
ょ
、
っ
。

玉
川
会
総
会
で
つ
ウ
ィ
ン
グ
た
ま

か
わ
」
の
紹
介
が
あ
り
、
故
郷
の
味

を
大
い
に
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

玉
川
会
の
皆
様
、
次
の
総
会
で
の

再
会
を
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

最
後
に
村
民
の
皆
様
方
の
御
健
康

を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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